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序論
アベ・ プレヴォーの小説『シュヴァリエ・ デ・ グリューとマノン・ レスコ ーの物語』
のヒロイン「マノンjが、 バ レーというジャンルに初めて登場したのは 1830年のこ
とである。 戯曲化と比べてもそれ寺島屋くはないし、 オペラ化には先行している 2） 。 上
演されたのは、 パリの王立音楽アカデミー劇場 （現在のパ ジ ・ オペラ座） 3）であり、
振付はジャン＝ヒ。エール ・ オメ ール（Jean-Pierre Aumer, 1774-1833）、 作曲はフロマ
ンタル・アレヴィ（FromentalHalevy, 1799-1862）、台本はウジェ ヌー・スクリーブ（E略的e
Scribe, 1791-1861）で、あった九1830年は『エノレナニJ初演の年であり、 このオメ ー
ル振付のバ レー・パントミム《マノン ・ レスコ 》ーにはロマン主義バ レーの兆しも窺












ジョヴァンニ ・ カザーティ（Giovanni Casati, 1809-1895）が1846 年にミラノ ・ スカ
ラ座 で掛けた（（ マノン ・ レスコ 》ーは、 年代が下っているものの、 オメ ール作品と比
較した場合、 バ レー・パントミムというジャンノレの定石により忠実な伝統的な作品で
あったO マノンは一時的に投獄されるだけであり、 やがてデ ・ グリューがマノンを投
獄させた侯爵の息子と判明する。終幕で、はマノンとデ ・ グリューの豪者な結婚式の場




Puccini, 1858-1924）のオペラ《マノン ・ レスコ 》ーを待たなければならない 7）。
バ レーの中で表象される「マノンJが大きく変貌を遂げるのは、 二十世紀の後半に
なってからで、あるO 先ず、 当時英冨ロイヤノレ ・バ レー聞の芸術監管職にあったサー・
5 
バレー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノン」、「マルグリッ川、「ヴイオレッタJ一一
ケネス・マクミラン（Sir Kenneth MacMillan, 1929-1992）が、1974年 3月7日、ロン
ドンの コヴェ ント ・ガー デ
、
ンで、全三幕の物語バレ （ー（ マ ノン》を初演する 8）。音楽は、
オペラ＝コミ ック（（ マ ノン》 を作曲したマスネ(Jules Massenet, 1842-1912）の様々な
作品 の抜粋が編曲されて使用された 9）。 初演時に主演したふたり のダンサー がマクミ
ランからプレヴォーの原作 を読んでおくよう指示されたという逸話は関係者の間では
よく知られている 10）。 マクミランの「マ ノンJは、現在、パリ・オペラ座ノミレ 団ーや
日本 の新国立劇場等、数多く の バレ 団ーの上演演目となっており、国際的に広く認知
された作品として振付家 の死後も世界各国で上演されd亮けている。
1979年 11丹1日には、ピーター ・ファン・ダイク（Peter Van Dijk, 1929-1997）が
同じくフ
。
レヴォーの小説を元にした全二幕 （23挿話 ）からなる（（ マ ノン・ レスコー と
シュヴァリエ ・ デ ・ グリュー ））をモ ツーアルト の音楽に振り付けている。 上演された
のは、ファン・ダイクが初演時に バレー監腎をしていたジュネー ヴ市のオペラ座ジュ
ネー ヴ大劇場である。 だ が、1980年にファン・ダイクがジュネーヴのオペラ座 を高針し
たためか、そ の後再演された記録はない。 マクミランの「マ ノンj が国際的な知名度
を得ている のとは対照的に、ファン・ダイクの振り付けた「マ ノンJ の具体像を把握
することは、今現在難しくなっている 11\
ここまでに挙げた のは、プレヴォーの 『 マ ノン・ レスコ一j]を原作としたバレ にー
登場する「マ ノンjである。 しかし、バレーの中の fマノンj像の変遷を考察するに
捺して、蔑ろに出来ない作品 が もうひとつあるO ハ ンブノレク・ バレーの芸術監督兼振
付家として活動しているジョン・ ノイマイヤー(John Neumeier, 1939- ）もまた、 彼自
身の「マ ノンJ を創造している。 ただし、ノイマイヤーの振付作品はプレヴォーの小
説を脚色した も のではない。なぜなら、彼のfマ ノンJ （そして「デ ・ グリューJ）は、




ノンJは、マクミランのヒロインの他には、こ の ノイマイヤーの 《椿姫》 の中の「マ
ノンjしかし 1ない。 従って、バレーの中の「マノンJ の表象について考える のであれ
ば、こ の「マ ノンjを研究の文七象に加えることは必須であろう。 本稿の目 的は、そ の
事前の作業として、（ノイマイヤーの「マ ノンj が登場する ） バレ （ー（椿姫》 の元に
なったと考えられる三つの重要なテクストーージエラ ノーレ・ジュネット の用語を借り




年） と作家 自身が脚色した同名の戯曲 （1852 年）、 そして ヴェノレ デ
、
ィ（Giuseppe





バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンJ、「マルグリットJ、「ヴィオレッタj
一一
は絶えず書き換えられ変換されている作品であり、 この小説ほど膨大な数のイベノレテ









ユ マ・ フィスの小説を取り上げ、 ノイマイヤーのバレーと「原作jとの距離を





は、 デュマ・ フィスの作品を見返すことは必要不可欠であろう。 また、 文学研究者の




ノイマイヤーの（（宇都臣））が初演されたのは1978年11月4日、 即ち、 ファン・ ダイ
クが《マノン ・ レスコーとシュヴァリエ・ デ・ グリュー》を発表する丁度一年前であ
る。 プロローグ付全三幕のバレーで、 シュツットガルト ・ バレーのために、 名花マリ
シア・ハイデを主役（マノレグリット・ ゴーティエ役 ）として振り付けられた。 シュツッ
トガノレト・ バレーはノイマイヤー 自身、 ジョン・ クランコの下、 ダンサーとして所属
していたことがある古巣である。 音楽は、 ロマン主義日寺代のパリで暮らし、 そして亡
くなったショパンの複数の曲を用いている。 演出もノイマイヤーが、舞台装置と衣装











































































































バレ ーの中の「マノンJ( 2) 一一「マノン」、「マルグリット」、「 ヴィオレッタj一一
一般にノイマイヤーの（（椿姫》はデュマ・ フィスの小説を「原作 Jとしていると言
われている 的 。また、2018年2月のハンブルク・ バレーの来日公演のプログラムに寄
せられた振付家の挨拶文を見ると、 「 （（（椿姫》は ） アレクサンドル ・ デュマ・ フィス






アレクサンドル ・ デュマ・ フィスの小説『椿女副は、1848年にパリのアレクサンド
ノいカドから八折り本の二巻本で出版された。デ
、
ユマ・ フイス自身の証言によれば お） 、
サン＝ジェルマン ・ アン ・ レーのシュヴァル ・ プラン亭という宿屋の一室で、 三逓間
で書き上げられたという。 彼は出来上がった原稿をアレクサンドル ・ カドのところに
持ち込んで、 交渉の末、 自分の新作を1000 フランで売ったO カドは1200部を刷りそ
の全てが売り切れた。出版されたこの年に既に戯曲化の話が持ち上がる 2η 0 1851 年に
は同じ出版社から、 ジュール ・ ジャナンの有名な序文と共に、 今度は一巻本で第二版
が出版される。 翌年の1852年一一戯曲『椿女同初演の年には、 再びジャナンの序文




ンロジェルマン ・ アン ・ レーのバルコニーでひとりになった途端彼女のことを考え
始め、彼女の物語、と言うよりむしろ、彼女についての物語を書こうと思い立った［…］。J
と書き残している お）。他方、 アンドレ・ モーロワは、 デュマ・ フイスがシュヴ
、
アル ・
プラン亭で愛人の手紙を読み返し、 彼女に関する小説を創作したと言っている 29） 。い
ずれにしても、 その「愛人jとは、 言うまでもなく、 ジャナンの序文で描かれている
高級娼婦マリー ・ デュブ
ρレシ（間arie Duplessis）、 本名アルフォンシーヌ ・ プレシ
(Alphonsine Plessis, 182 4-1847）である 30） 。
先行研究者によってたびたび指摘されているが 31） 、「恋に殉じることで復権される
高級娼婦Jという主題は、 ロマン主義自剤、に好まれた主題のひとつであったO『椿姫』













バレーの中の「マノンJ(2) 一一「マノンj、「マルグリットj、「 ヴィオレッタ J一一












代人から 「十九世紀の rマノン ・ レスコ ーおと呼ばれた 34） 。 ヒロイン像に共通点が
あるというだけではなく プレヴォ のー小説が作品内で重要な小道具となって登場す
る上、 「マノンjやfデ ・ グリュ Jーへの言及が随所に見受けられたからであろう。
しかしながら、 マルグリットの恋人アノレマンはデ ・ グリュ とーは異なり、 ありのまま
のマルグリットを受け入れることはない。従JI慎な愛人になることを彼女に繰り返
いながらも、 一方で、はマルグリットがマノンのように自分を裏切るのではなし 1かとい






対する桔矛盾する感情の表れである。 また、『マノン ・ レスコ 』ーの場合のような明
確な父子対立もデ
、










グリット ・ ゴ テーィエの死後、 彼女の負債を清算するための競売で、あった。 「私Jは
（彼女の客で、はなかったが）生前のマルグリットを見知っていた。 競売の当日、 会場
に足を向けた 「私Jは、一時の本一一それは、 マルグリットの所持品の中にあった『マ
ノン ・ レスコ 』ーなのだが一ーその『マノン ・ レスコ 』ーをかなりの高額で競り落と
す。そして、自宅で最初のページに 「マノンをマノレグリットに捧ぐ。恭Ji慎の証として。j
とし 1う献辞を見つけるO そこにはfアルマン ・ デ
、
ュヴアノレjとしづ署名があった 36） 。
この献辞に興味を抱いた 「私Jは『マノン ・ レスコ －－j]を読み返し、 マノンとマノレグ
リットの最期を比較してマノレグリットを哀れむ。 競売も終わり、 世間も 「私jもマノレ










マンの語りが地の文となって行く。 しかし、 「私Jはアノレマンの物語の 「開き手jと
して、頻繁にその物語内に介在し続ける。 アノレマンの物語が終わるのは第XXIV


































































































を聞き手として展開される。 アルマン役のダンサーは 「 er告白jの）語り手としての
アルマンjと 「（ 「告白J の中の）登場人物としてのアノレマンJ の二役を担うこととな




















二京自は、小説内で重要な役割を果たすプレヴォ ーの 『マノン ・ レスコ ーJという





バレー の中の「マノンJ ( 2) 一一イマノンJ、「マルグリットム「ヴイオレッタj一一ω
に注目し、 「バ レエ［sic.］においても、 記憶の光景を変えて、 フラッシュパックの手
法を用いることが可能なはずだ［…］。jと考えたのである 43） 。 ただし、 前項で青虫れた




からも分かるように、 むしろ、 マルグリットの心理描写に 「マノンJ像を多用してい
る 刊 。 とはいえ、 ロ ール・ ギノレベールが指摘するように、作部副を元にした作品の


















ために、 ノイマイヤーのバ レーの中で、 テ
、
ユマ・ フィスの小説とは大きく異なる点を













問を、本来、 アルマンの 「告白Jの途中であるはずの第二幕の後半に置いた。 「告白J
の語り手で、あるアルマンが知るはずのない事実が、 f告白j内に挿入されてしまう訳
であるから、 物語情報の管理という観点から見れば、 これは当初の設定から完全に逸
脱した演出である。 そして、 その結果として当然のことながら、 マルグリットの日記
が視覚化された第三新麦半では、 この場面はもはや再現されることはない。 また、 ア
ノレマンの 「告白jの聞き手で、あるデュヴァル氏が 息子に事前に事実を告げたのかど





バレ ー の中の「マノン」（2) 一一「マノンJ、「マルグリットJ、「ヴィオレッタ」一一
もインパクトのあるシ ンーJ と捉え、 第三幕で丁寧に再現している 46） 。そして、 その
後のマルグリットの訪問、狂おしい一夜も小説通りである。しかし、 その後の展開は
小説とバレ でー分れる。小説においては、 マノレグリットが再び、 自分の望み通りに自
分の下に戻ることはないと再認識したアルマンが、 彼女に「一夜の代金」として500





筆者は、 別に、 ノイマイヤ がー「原作Jと見なされているデ
、
ユマ・ フィスの小説通
りに、 物語を再現しなかったことを批判している訳ではない。ホルスト・ ケ グーラー
は、 ノイマイヤ がー「マノン・ レスコ のー題材を、 いわばマルグリットとアルマンの
運命の前兆として作品全体に通すことで、 バレエ［sic.］とヴェノレディのオペラが似通
う危険性を避けj たと主張している 48） 。また、 ノイマイヤ 自ー身、 上記のアルマンと
オランプのエピソ ドーに関連して「ヴエルグィがこの心打たれる状況に曲をつけなかっ
たことは、私にはまったく理解できないことですo jと述べている 49） 。換言するなら、







侮辱する場面を作ったこと ・ この二点は、 むしろ、 ヴェルディの 《ラ・ トラヴィアー
タ》 から借用されたものではないのだろうか？
しかるに、 このような場面を最初に設定したのは、 ヴェルデ、イのオペラの台本を書












ったこともあるアントニ ー・ ベロ （ーAnthony
Beraud, 1792-1860）と共同で、 小説を戯曲化する作業が進められたが、 この共作は上
手く行かなかったO 単独で仕上げた戯曲を読んで聞かせたところ、当初は小説『椿則
16 
バレ ー の中の「マノンJC2) -rマノンム「マルグリットJ、「ヴィオレッタj一一
を芝居にすることに反対していた父親デ
、








る。 ジルベー ル ・ シゴ にーよれば、マノレグリット役を初演したウジェニー・ ドッシュ






ユ マ・ アイスは色々な劇場に自分の原稿を持ち込んだ。 そのひとつ、ジムナーズ座
での出来事である。 ジムナーズ座では、 その頃、テオドー ル ・ バリエー ル（Theodore
Barri位向1823-18 77 ）の rマノン ・ レスコ 』ーの稽古に入っていた 出）。 そのため、当





















































































































実のところ、 「マノンJや 「デ・ グリューJはフ
。
レヴォ ーの小説内の登場人物で、あ
り、件数日としづ仮想空間の中の 「現実j に生きている実在のf人間j ではない。
そして、小説内で彼らに言及される場合、 「マノンJも 「デ ・ グジューJも、外枠の
19 
バレ ー の中の「マノン」（2) 一一向ノンJ、「マルグリットJ、「ヴィオレッタJ一一
物語の語り手 「私jや、アノレマンの想念の中にイメ ージとして喚起されるので、あって、








ノレを、 アルマンとマルグリットに対比する手法を選んだ。 ただし、 視覚化が難しい
という事実にも拘わらず、尚、アルマンの科白明虫白の中に（そして、小道具として）
『マノン ・ レスコ ー』を導入しているという点からは、 デュマ ・ フィスのこの小説へ
の強い愛着が窺える。 更に言うなら、 第二幕第4景の資金調達の挿話は、 マルグリッ
トに対するアルマンの葛藤を浮き彫りにする出来事であり、他方、 第三幕第7景の場
面はマノレグリットが大きな決断をした後に位置する。そのような箇所で喚起される 「マ








の外枠の物語－ r私j を語り手とする物語が排除される。 そして、劇作家はアルマ
ンの 「告白jとマノレグリットの手記の中身のみを戯曲で演じられる直接の題材とした。
この時点で、マノレグリットの死後に小説内で記こる出来事も全て除外される一一即ち、




れの幕がひとつの 「場所j に限定されているためであろうか、 実体






柄主しない。 この場面は、本格的な父子対立が栴主しなし 1小説『宇都国で、 それでも
唯一、 アルマンが自分の恋愛について父親に反駁する場面である。 その一方、 アルマ
ンがマルグリットの裏切りを矢口り、 父親の下に逃げ込む場面も、 小説の中で、はパリに























































































ユマ ・ フィスは 「［…］、私は確信があったO 情念と嫉妬と怒りに駆
られたアルマンが マノレグリットを脆かせ 彼女に手を上げると、彼女を殴り、ある
いは殺したとしてもおかしくないだろう。jと考えた 74） 。 そこで、何度も、アルマン
役のシャルル ・ ブェシュテール（Charles Fechter, 1824-1879）に自分の指示通りの仕
草や動きをして欲しいと頼んだ。 しかし、フェシュテールは一一おそらく、 f舞台上
の作法」（la bienseance）に配慮したのであろう一一舞台で、そのようなことしたら




バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンム「マルグワットJ、「ヴィオレッタJ一一
観客の喝采をさらったという。
ここで、 我々にとって興味深いのは、 フェシュテーノレの熱演や観客の反応以上に、






るが、 劇中のアルマンは、 （小説とは異なり）単にマルグリットに 「代金jを送りつ
けるだけでは満足せず、 公衆の面前 （オランプ の夜会の客ばかりでなく、 観客もその
場に居るのだから二重にf公衆jの面前である。）で彼女を侮辱し、 果ては、 決闘ま


























ッ ベ ・ ヴェルディはパリ ・ オペラ座との契約交渉のため、 後
に正式な妻と な る歌手ジ ョゼッピ ー ナ ・ ストレ ッ ポ ー ニ（Giuseppina








る。 その頃、 このイタリア人作曲家はヴェネツィアのフェニー チェ劇場と新しい作品
に関する契約を控えていた。 フェニー チェ劇場との契約は5月4日に結ばれ、 いくつ
かの案を検討した後、 ヴェルディはマルグリット ・ ゴーテイエの愛の物語をオペラ化
23 
バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノン」、「マルグリットj、「ヴイオレッタトー
することを考え、 台本作者のフランチェスコ ・ マリア ・ ピィアーヴェに台本を依頼す
る。こうして、（ （ヴィオレッタあるいは道に外れた女》（原題：乃・oletta ossia La Traviata) 
が誕生する。1853年 3月の初演こそ、歌手の不調で思うような結果が出なかったもの
の、 翌年の1854年 5月、 同じヴェネツィアのサン ・ ヴェネデット劇場での再演は大
成功で、あったO そして、 今E、 最も有名な作都国のイペノレテクストとしての《ラ ・
トラヴィアータ》 の歴史が始まる 78）。
パリでは、 先ず、1856年11 月 6日にイタリアン座において原語で上演される。 そ
れから8年後の1864年1 0月 27日には、パリの第三の歌劇場で、あったリリック座で、










レによる翻訳の台本が、 同じミッシェル ・ レ
ヴィ ・ プレールから出版された 79）。 ただし、 後者は実際の上演のための台本であるか
ら、 ヒ。イアーヴェのテクストを尊重してはし、るが、 忠実な翻訳ではなく、 曲に合わせ



















いることを除けば、 劇作を踏襲しているので省略するが、 その一方で、 ヒ。イアーヴェ
は女性の登場人物を大幅に整理している。 そこで、 女性障についてはもう少し丁寧に
検討しておきたい：
マノレグリット ・ ゴーティエ→ヴィオレッタ ・ ヴェルデ、ィ（ソプラノ）
ナニーヌ→アンニーナ（ソプラノ）
戯曲に登場する女性人物のうち、オペラの配役表に名前が残されているのはこの二名
のみである。 他に、 メゾソプラノが歌う「フロ ーラ ・ ベルヴォワJがいるが、 彼女の
24 




























ユ マ ・ アイスの芝居の第二幕は小説














バレ ーの中の内ノンJ ( 2) 一一「マノン」、「マルグリットj、「ヴイオレッタJ一一











ったのは、 ジノレ ・ ド ・ヴァンが述べている
ように、 自己犠牲を厭わず恋に殉じるヒロインを措くことにあったのだ
、
から 刷 、 芝居
の第二幕を削除したとしても大筋に影響はないとピィア ヴーェは考えたのかも知れな











戯曲を踏襲したのであろう。 しかし、 ピィア ヴーェは、 更に、 第二幕の終盤、 フロー
ラの家の夜会で、アルプレー ドがヒロインを公衆の面前で侮辱する場面にジェノレモンを
登場させている。 ジャン＝ ミッシェル ・ ブレークが指摘するように、 ジェルモンが高



















バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンJJ
－
マルグリットJ、「ヴイオレッタj一一













かったし、 ストレッポーニも 「マノンJ ではなく、 ニ人は 1859年に正式に結婚する
と、 ストレッポーニの死まで、半世紀に渡り生涯を 共にする。《ラ・ トラヴィアータ》









ニ一j] と共に、 哲学的な模倣作品を書き上げている 但） 。
ノイマイヤーのバレー （件樹齢）に話を戻すと、信仰が深いと言われる彼もまた、 先





















バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンJ、「マルグリットJ、「ヴィオレッタ」一一
ノイマイヤ はーまた、 小説『椿女同を尊重し、 アルマンの心理的な葛藤にも自を向
けた %） 。 ただし、 ノイマイヤ のーバ レ にー登場するアルマンは、 小説の主人公そのま
まという訳ではない。 マルグリットに裏切られたと思い込み、 嫉妬と未練で苦しむア
ルマンの姿は、（バ レ のー）第三幕で再現されているが、 他方、戯曲の第二幕、 つま
り、 ピィア ヴーェが削除した部分に対応する小説内の出来事はバ レ でー、も取り上げら






トラヴィア ター》 と同様である。 それでも、 バ レ のー物語世界をアルマンの 「告白J
として設定し、 彼に 「語り手」あるいは、 マルグリットの昌記の 「読み手Jとしての
役をも部り振ることで、 少なくとも、 アノレマンという登場人物にヒロインと同等、 あ
るいはそれ以上の重要性を与えた。 その意味では、 ノイマイヤ はー小説『宇都副を復
権させたと言えるであろうし、戯曲やヴェルディのオペラから着想、を得た場面もある
とはいえ、 彼のバ レ のー第一のイポテクストは彼自身が明言しているようにデュマ ・
アイスの小説なのである。
パリでの《ラ・ トラヴィア ター》の上演に先立つ1856年2丹23日、オペラ＝コミッ
ク座で、 ダニエル ＝ フランソワ＝エスプリ ・ オベ ーノレ（Daniel-Franc;ois-Espirt
Auber, 17 82-18 71）の （（マノン ・ レスコ 》ー が初演される。 台本は、 かつて、 バ レー・
パントミム（（マノン ・ レスコ 》ー の台本を書いたスクリーブである。 ジャン ・ スガー
ノレは、プレヴォ のー 小説を元にした複数のオペラを扱った論考の中で、 スクリーブが
デ
、





イを意識していた 的 。 そ
して、 マクミランのバレー （（マノン》 は、 マスネやフ
。
ッチ ニーの作品がなければ生ま





うタイトノレを付け、 「マノンjという登場人物名を 「 jに括らなかった。 しかし、
この論文 （そして本稿）において問題なのは、（通常の固有名詞で示される人物では
なく）登場人物として表象された 「マノンJであるから、 以後 「 J付きで表示する
のを原則とする。尚、本稿はその 「バ レ のー中のマノンー－1830年5月3日初演の《マ
28 
バレ ー の中の［マノンJ ( 2) 一一「マノンj、「マルグリッ川、「ヴィオレッタJ一一
ノン・ レスコー》ー－Jの締肩である。 また、 前回の論考に続いて本論においても、
文学作品との混同 を避けるため、 バ レーやオペラの作品名には《 》を用いることと
する。
2) 『マノン・ レスコ－－ Jの舞台化 （演劇、 オペラ、 バ レー）については下記の文
献を主に参照した ：Claire”Eliane Engel, « L' Abbe Prevost a la SCぬe 》 in Revue des sciences 
humaines, Faculte des let位es de l'Universite de Lille, N °104, 1961, pp.467-475; Jean 
Sg 訂d,« Manon sur la scとne »也巧ngt etudes sur Prevost d'Exiles, ELLUG, 1995, pp.177-187; 
Jean Sgard ラ 《 Manon avec ou sans camelias » in op.cit., pp.189 鵬208.
3) 煩績になるのを避けるため、科高では今司《Opera national de Paris 〉〉と呼ばれて
いる劇場については、 特別な場合を徐いて、 「パ リ・ オペラ座」（ あるいは単に 「 オペ
ラ座J）としづ呼称で統一 する。
4) オメー ノレ振付のバ レー・パ ントミム《マノン・ レスコー》の詳細については、
注1）に上げた拙論を参照されたい。
5) 例えば、1830年刊行の『 十九世紀メルキュ ール ・ ド・ フランスJ誌の舞台評が
挙げられる。 詳しくは、 注1)の拙論第4節 「 同Z新党の批評と（（マノン・ レスコー》
の中のヒロインjを参照のこと。
6）カザーティのバ レ ・ーパ ントミムについては以下の文献を参照した：« Manon fera 
b抗郎防白Fromental Haleηr, Manon Lescaut, edite par Peter Karser : textes edites p 訂 et
introduction de Manuel Ja祉m芸rkeζ 《 Nouvelle “ition d' operas choisis / Fromental Hal杓r;4 », 
Mus辺c-Edition Lucie Galland, Weinsberg, 2007 ラ pp.氾仁X”XXXI; Claire-Eliane Engel, article 
cite ラp.470.また、十九世紀前半のバ レー・パ ントミムの傾向については、 以下のマリア
ン・ スミスの文献を参照されたし＼：M組組Smi 註1, Ballet and Opera in the age of "Giselle", 




レヴォーの小説を最初にオペラ化した（（ アルトワの女良》（原題：The Aゐidof Artois) 
は 1836 年にロンドンで初演されており、 オメー ル振付のバ レーの台本を下敷きにし
ていると言えるが、結末でヒロインは瀕死の状態だが亡くなってはいなし、。 また、 ヒ







最初に上演されたのは同年の10月19日である。 （脆non. L 'Avant-Scene Opera, N °123 ラ
2011 ラp.144.)
8) マクミランの（（マノン》の初演時の情報は、 英国ロイヤル ・ オペラ劇場のホー
ムページで確認出来る。 尚、 注1 ）で青虫れた拙論においては、 このマクミラン作品の






バレ ー の中の「マノンJ(2) 一一「マノンム「マルグリットJ、「ヴィオレッタ」
一一
9) マクミランが（（マノン）） で使用したマス ネの音楽の詳細については、 注 1）の拙
論注23）及び、以下の文献を参照されたし＂：Ba加de l'Op的deParis : L 'Histoire de Manon : 
[programme de ballet], Palais Garnier, juin-juillet 1998 ／匂的帥onal de Paris, 1998, 
pp.62四64.；新国立劇場バレー 『マノン』ο003 I 2004 season プログラム） pp.24-280 ただ
し、同名のオペラ＝コミッ ク《マノン》の音楽が一切使用されていないことは、再度、
明言しておく。
1 0) Jann Parry, « La criぬ.tion de Manon a Londres 》泊 Ballet de 1’Op的deParis : L 'Histoire 
de A伽on : [programme de ballet], Palais Garnier, avril-mai 2012 / （》ra m長onal de Paris, 
2012,p.55. 
1 1) ファン ・ ダイ ク振付の（（マノン ・ レスコーとシュヴァリエ ・デ ・ グリュー））
に関しては、 ジュネーウ、大劇場のア ーカイ ヴス に上演詔濠と詳細な配役表が残されて
いる ：h句s://archives.geneveope低 ch/d均il_1_2067_I\在anon_Lescauto また、 バーゼル大学
の電子サ イ ト で は 、 こ のバレ ー の ポス タ ー が穏覧可能で あ る
h世ps://www.swissbib.ch/Record/3032971310
1 2) ノイマイヤ ーの振付家としての活動については以 下 の 文 献 を 参 照 し
た ： Marie四Fran9oise Christoutラ« John Neumeier»白Ballet de l’Op的deParis : La Dame aux 
camelias : [programme de ballet], Palais Garnieζju恒例llet 2006 ／句era national de Paris, 
2006,pp.28引．（《椿姫》がパリ・ オペラ座の上演演目入りした際のこのプログラムは、
ノミリ在住の友人から譲り受けたものである。無償で貴重な資料を提供してくれた彼に
この場を借りて感謝を捧げたしリあるいは：Marie-Fran9oise Christout, Le Ballet occidental. 
Naおsance et metamorphoses X刀’ιxxe siecles, De宅jonquiとres,1995ラ pp.188-190.
1 3) ノ＼ンブノレク ・ バレーの公式サイトに依れば、 現在、 ノイマイヤーの（（椿史的
は初演されたシュツットガルト・バレー団や、ノイマイヤー率いるハンブノレク・バレー
だけでなく、 アメリカン・バレ ・ーシアタ 、ー パリ・オペラ座、バイ エルン国立バレ 、ー
ボリショイ劇場、 ミラノ ・ ス カラ座、 ドレスデン ・ ゼンパー・ オーバー・ バレ 、ー オ








1 5) Gerard Genette, Palimpsestes. La Litterature au second degre, Seuil, 1982.ジュネット
がこの著作の中で提案している分析モデルの対象となっているのは、 その副題が示す




に、 言語以外の記号体系を含んでいる（Anne Ubersfeld, Lire le tea舵L BEL民1996
(nouvelle edition revue.), ed抗ion originale, 1977.ユベルスフェルドは、本来の戯曲のテクス
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ト（ T ） に対して、 演出を（ Tつとして、 元 のテクストのf空白jを埋め合わせるも
のとしている（Ibid.,pp.18-19.））。 また、全ての「脚色Jを包括しようとしたジエラー ル
＝ドニ ・ ブアノレシー の分析モデ
、
ルも存在するが(Jean”Paul Dufiet et Andre Petitjean, 
Approches linguistiques des textes dr amαtiqu白ラ Classiques G 沼nier, 2013, pp.521-530よジュ
ネットの著作のタイトル Palimpsestes が暗示する「羊皮紙jのイメ ージは分か り易い
ので、 我々は、 「 テクストJという概念をより広義に捉えて、 彼の用語をオペラやバ
レー の作品にも当てはめた。 つまり、 オペラやバレー の台本は言うまでもなく、楽譜




については和泉涼一氏の邦訳の訳語を参照させて頂いた。（ ジエラー ノレ ・ ジュネット
『パランプセスト』（ 和泉涼一訳）、 水戸社、1995 。）
1 6) Hans-Jorg·Neuschafer, «加oduction »担AlexandreDumas fils, La D仰e aux camelias 
Chronologie, In仕oduction, Bibliogrョphie, Notices par註ans-Jorg Neuschafer et Gilbert Sigaux, 
Flammarion, GF, 1981, p.19. 
1 7) ノイマイヤー は、 ジョ ー ジ ・ キューカ ー監督、 グレタ ・ ガルボ
、
主演の映画は




品 は rマノン ・ レスコ －－ Jの場合よりはるかに数が多く、 今日、 失われてしまったも
のも少なくない。 上記注16 ）に挙げた『椿姫JのGF 版 の2015年版にはシノレヴァン ・
レッダ編纂の新たな文献 一覧が加えられている。 その中の司却色作品jの項目で、レツ
ダは、バ レー としてはノイマイヤー の作品 の他にアンリ ・ ソゲ作曲の《棒姫》（1957
年初演） とフレデリック ・ アシュトン振付の《マルグリットとアノレマン》（1963年）
の二作を挙げている。 いずれもノイマイヤー 作品に先行しているが、 現在も上演され
ているのはアシュトン振付の《マルグリットとアノレマン》のみで、ある。（Alex組合·eDumas
fils, La Dame aぼ camelias，誌なoductionラ C祉onologie et notices 伊豆ans-Jorg Neuschafer et 
Gilbert Sigaux. Bibliographie 悶ise主jour en 2015 p 訂 Sylvain Ledda, Flammarion, GF, 2015, 
p.48.) 
1 8) デュマ ・ アイス及び『椿女闘とフ
O
レヴォ ー の『マノン ・ レスコ ー 』 との関係
については以下の文献に明確に示され ている：Eliane Leeanne-Tabone ラ «Manon,
恥1arguerite, Sapho et les au仕es » in Roman白fsme, 1992, n°76, pp.23-41；乱4紅ianne et Claude 
Schopp, Dumas戸lsou l ’anti－αaipe, Phebus, 2017. 
1 9) （（椿妥協の初演時の情報については、 注12 ）で、挙げたパ リ初演時のパリ ・ オ
ペラ座のプログラムとハ ンブノレク ・バ レー団の公式サイトを参照した。
2 0) 参考にした配役表は、2008年6月～7月のパリ ・ オペラ座における再演時の
ものと、2014年3月のパリ ・ オペラ座の来日公演のもの、 そして2018年2月のハン
ブルク ・バ レー団の来日公演のものである。 尚、 ハンブルク ・バ レー聞の公式サイト
には去を場人物についての詳しい’培報 はない。
2 1) 筆者はノイマイヤー の （（椿姫》 を、 パリ ・ オペラ座バレー団による2008年6
月～7月の再演時に8回、同じくパリ ・ オペラ座バレー匝の2014年3月の来日公演の
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折に 4 回、 ハンブルク ・ バレー回の2018年 2 月の来日公演の際に 2 回、合計 14 回観
ている。 また、 2018年 1 月には、 20日年 12 月 6 日にボリショイ劇場 で録霞された、




2 2 ）ノミレー《椿安部の梗概としては：《Ar伊me凶〉〉血Ballet de l ’Op的de Paris : La Dame 
aux camelias : [programme de ballet], Palais Garnier, juin-iuillet 2006 ／句era national de Paris, 
2006, pp.56・58；及び、 ハ ンブルク ・ バレー団 2018年 来日公演時のプログラムの中の
吻態i切αm加rg Ballet. John Neumeier. 2018 繍議プログラ品、 pp.IO・訟を参黙し
？こ。
2 3) « Sa M留事1erite Gau er, John Neumeier l ’a a出1eeゐns lerom加 d’Alexandre Dumas 
fils‘ bien olus que白ns la oiとce, moins profonde a ses yeux et soumise aux imperati会社anches
de la scとne. 》 (Jacquline百milieux，《 Les miroirs de l ’fune 》泊 Ballet de i’Opera de Paris : La 
Dame aux camelias : [programme de ballet], Palais Garnier, septembre-octobre 2013 / （均的
n説onal de Paris, 2013, p.49. 下線は筆者による。 この 2013年 再演時のプログラムは野
田農氏から貸与して頂いているものであり、 この場を借りて深く御礼申し上げたい。）
2 4) 〈〈官官命説（“Lady of血e Camellias”） is a narrative ballet based on the novel of白e same 
name by Alexandre Dumぉ日s. »出品mburgBallet. John Neumeier. 2018 （前掲プログラム）、
p.40 
2 5 ）小説昨春女副については、下記の版を底本とした：Alexandre Dumas fils, La Dame 
aux camelias. Pre魚ce par M. Jule J紅白． Troisiとme“ition. Entiとrement revue et corrigee, 
Michel Levy hとres, 1852 (Soぽce gallica.bnf.企／ Biblio耐que de France). 以下、 La Dame 
aux camelias (i 852）と路し、 ページ数を記す。 ただし、 必要に応じて、次の版 も参照し
た ： Alexandre D田nas fils, La Dame αux came/iiα'S, Chronologie, Introduction, Bibliographie, 
No長ces par Hans-Jorg Ne出chafer et G丑bert Siga以， Flammarion, GF, 1981. 以下、 La Dame 
aux camelias (GF ）と略す。；及び： Alexandre Dumas fils, La Dame mα camelias. Pre白ce
d ’Andre Maurois. Editionぬblie et 紅motee pぽ Bernard Raffalli, Gallimard, folio clぉsique,
1974・1975. 以下、 LaDame aux camelias (folio）と略すO
2 6 ) Alexandre Dumas fils, « A MONSIEUR CALMANN LEVY (Nouvelle preface inedite 
de l'auteぽ）》也 La Dame aぼ camelias, Quan出，1886. Illus凶.tion de A. Lynch吋 pp.I-IV
(Source gallica.bnf企／Bibliothとque de France). 
2 7) Henri de Lapomrnほaye, Histoire du d毛；but d’'Alex. Dumαs fils αu th,必＇tre ou Les 
Tribulations de La Dame mα camelias, Michel Leηr Friとres, 1873, p.5 (Source gallica.bnf.企／
Bi私自o総que de Franc吟． この著作によれば、最初にデ
、
ユマ ・ フィスに戯曲化を提案した
のは、ヴォ ー ドヴイノレ作者のシローダンで、あるO ただし、 アンリ・ ド ・ ラポムレィは
小説の出版年を1847年としている。また、アンド レ・モーロワもその著作Les Troお Dumas
の中で、同様のエヒ。 ソー ドを紹介している（Andre Maurois, Promethee OU L α Jlie de Balzac. 
Olympia ou La Jlie de Jlictor Hugo. Les Trois Dumas, Robert La品int, Bouq国ns, 1993, p.1092.）。
2 8) «A peine fut-il (mon ami) parti, a peine me retrouvai-je seul sur ce社e terrぉse ouje 
m ’6砲is promene si souvent avec Marie Duplessis, que je me mis a penser a elle et que l'idee 
dもcrire son histoire, ou plutot une histoire Sぽ elle, me vint a l ’esprit [ .. .]. » (Alexandre Dumas 
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部s, «A MONSIEUR CALMANN LEVY例ouvelle pri劫ce凶di記de l ’auteur）》血 La Dame 
α似 camelias, Quantin, 1886, op.cit., pp.ill. 
2 9 ) « Alexandre s ’ins抱Haa l'hotel du Cheval Blanc, relut les let仕·es deM犯e et composa Sぽ
elle un roman : La Dame aux came.Ii,αs. » (Andre Maurois, Les Trois Dumas in op.cit., p.1091.) 





既に、注27）と 29）で挙げたアンドレ・ モーロワによる伝記の他に、 以下の文献を
参照した：
Joannes Gros, Alexandre Dumαg et 幼rie Duplessis, Louis Conrad, 1923 (Source 
gallica.bnf企／Biblio也とque de France). 
-Une couげおane romantique. Marie Duplessi.丸Cabinet du五vre, 1929. 
Alexandre Dum部，Lettres a mon fils. Edition presentee et annotee par Claude Schopp, Mercure 
de Franceラ 2008.
Marianne et Claude Schopp, Dumαs fils ou I 'anti－α'dipe, Phebusラ 2017.
恥1icheline Boudet, La Fleur du ma! : la ν·eritable histoire de la Dame aux camelias, Albin 
Michel, 1993については、本稿の執筆時まで、に入手が間に合わなかったO
3 1) 例えば：Gerard Gengembre, « Article : Dame aux cam鉛as (la）》色Jean·手ierre de 
Beaumarchais et Daniel Couty ( ed.), Dictionnaire des CEuvres litteraires de la langue j均nc;aise,
D-J. Bou由民1994ラ pp.476-477. あるいは、村田京子持思議の肖像 ロマン主義的クノレチ
ザンヌの系譜J 、新評論、2006年、pp.ト940
3 2） 《Hugo afait.i\ゐrion Delormeラ deMusset a fait BemeretteラAlexandre Du泊as a fait 
Fernande, [ .. .]. » (Alexandre Dum部長ls, La Dame aux camelias (1852）ラ p.29.)
3 3) 小説あるいは戯曲『椿女副と伝記的事実の関係については、エ ディシオン ・
デ ・ コメディアン版（1882岬1893）のデュマ・ アイスの『戯曲全集Jに添えられた戯曲件春
女闘の「注釈AJに作家自身の詳しし 1証言がある。（Alexandre Dumas fils，《 La Dame aux 
C結成五as. NoteA»出 Theatre comp/et, t.VIlI, NO花S,Caln湖沼 Levy, 1898, pp.19-23. この戯
曲全集はエ デ
、
イシオン ・ デ・ コメディアン版の再版である。）
3 4) Henri de Lapommeraye, op.cit., p.6. あるいは：Paul de Saint-Victor, Le Theatre 
contemporain. Emile Augier. Al釘andre Dumas fl.久Cal工nann Leη1ラ 1889ラ p.215 (Sourc e 




である：Le Pays, le 9 fevrier 1852 (Source gallica.bnf.企／Biblio也何回de France.). 
3 5 ) « Toute Manon peut f注ire un Des Grieux，［.ι» (Alexandre Dumas fils, La Dame auχ 
camelias (1852), p.263.) 
3 6） 《ManonaM位-guerite, I » H現nilite» 1 日le (la dedicace）ぬit signee :A立nand
Duval. 》 （Ibid.ラ p.27.)
3 7) «-C’estapeu pr1とsa ce悦句oque de l ＇翻ee et le soir d'un joぽ co関口e celui-ci, que 
j ’ai connuMar思1erite, me ditArmandおoutant ses propres pensees, non ce que je lui disais. 》
(Ibid., p.75.) 







バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンJ、「マルグリットJ、「ヴィオレッタj一一
女闘にはもうひとり語り手が居ることになる (]bid., pp.358”365.）。
3 9) d’engage ［…J le lee刷rae悦conva:incu de la r剖泌氏cette histoire dontめus les 
personnages, a l ’exception de l ’heroihe, vivent encore. 》 （Ibid., p. l .) 
4 0）《Cepenゐnt,j’aur司s ete curieux d ’apprendre quelque chose sur la liaison de Marguerite 
et d’Annand.» （あid., p.49. 下線は筆者による。）
4 1) «-Je sais par coeur ce que ces papiers 詑nferment,me dit-il. Depuis trois sem組es,je
les ai relus dix fois p訂 jour. 1ゐ凶les lirez 初ssi,mais olus町g,quand je serai plus calme, 
[ .. .]. »σbid., pp.63-64.下線は筆者による。）
4 2) ペ…］ M紅gueriteラ pecheresse comme Manon, et oeut聞釦e convertie comme elle, e抱it
morte au se:in d’un luxe son事低限，［…］，mais aussi au milieu de ce desert de coeur, bien plus 
aride, bien plus Vおもe,bien plus impitoyable que celuiゐns lequel avait e紙切紀前e Manon.» 
σbid., p.28. 下線は筆者による。）
4 3) ジョン ・ ノイマイヤー「『椿姫』［sic.］一一コ ノーレ ・ ド ・ バレエ［sic.］の動きの言語
が醸し出す情趣j 、HamburgBallet. John Neumeier. 2018、公益財団法人日本舞台芸術振
興会編、2018 年、pp.14-150 尚、編纂者に依れば、この記事はハンブルク ・ バレ 屈ー
の公演プログラムからの転載である。 翻訳者の名は記載されていなし＼










4 5) LaureG凶bert,« A lire avant le spectacle » :in Ballet de i’Op的de Paris : La Dame 仰
camelias : [programme de ballet], Palais Garnier. ju:in-j司llet 2006 ／句era national de Paris, 
2006,pp.2ト22.
4 6) ジョン ・ ノイマイヤ－－ r『椿姫』［sic.］一一コ ノーレ ・ ド ・ バレエ［sic.］の動きの言語
が醸し出す情趣」、前掲プログラム、p.16o
4 7) Alexandre Dumas fils, La Dame aux camel.幻s (1852）ラ pp.325-326.
4 8) ホルスト ・ ケ グーラー「『椿女同［sic.］とバレエ［sic.］一一ダンスにおけるアイデ
ンティティの発見」、前掲ブ
ρ
ログラム、p.21o この記事もハンブルク ・ バレ 団ーの公演
プログラムからの転載である。 こちらも翻訳者名は明記されていない。
4 9) ジョン ・ ノイマイヤ－－ r『樹副［岳c.J－コ ルー ・ ド ・ バレエ［sic.］の動きの言語
が醸し出す情趣j 、前掲ブ。ログラム、p.16o
5 O) 戯曲『椿女副の底本には、以下の版を使用した：AlexandreD国nas白鳥 LaDame
aux camelias. Drame en c:inq actes. Rep吋sente pour la pr，釦註とre fois, a Paris, sぽle 也鋭的 du
Vaudeville, le 2 fる：vrier. Texte de l'edition du The，ぬ·e Complet, Calmann L杓，， 1868・1892,7 
volumes, repris :in La Dame aux camelias ( GF）. ただし、初演時のタイトルは以下の通りで
ある：« La Dame aux camelias. Pi，とce en cinq acぉs, melee de chant. Represente pour la 
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バレ ー の中の「マノンJ(2) 一－r--:rノンj、「マルグリットj、「ヴィオレッタJ一一
premi的fois, a Paris, sur le悩位e du Vaudeville, le 2 f話相er.» （下線は、 筆者による。）
5 1) 《｛…］；j
’(Dumas pとre) ai h協のumas臼s) deux dernieおお白s. C’est original! c ’est 
touchant! c’est audacieux! c’est nouveau! Ce sera un immense 釦ccとs, si la censure laisse 
jouer la piとce, rnais elle ne la laissera jamais jouer. C ’est troo vrai.» (Alexa拙eDumas fils, 
« La Dame aux camelias. Note A»血 Thea舵 comp収t.V田， op.cit., p.5. 下線は筆者によ
る。 ）
5 2） 戯曲の成立過程については、次の文献を参照した：AlexandreDumas fils，《 LaDame
aux cameliぉ. Note A» in Thea.舵 comp/et , t.VIII, op.cit. ；及び、Henri de Lapommeraye, 
op.cit. ；また、AndreMaurois, Les T,。ぉDumas in op.cit., pp.1139-1144. 
5 3 ) Gilbert Sigaux, « La Dame aux cam組as 創出品悦》也LaDameai江camelias ( GF), 
p.253. 
5 4) この『マノン ・ レスコ ー』はマルク ・ ブノレニエとの共作であり、1851 年 3月
12日にジムナーズ座で初演されている。
5 5 ) Alexandre Dumas fils，《 LaDame aux C紅neliぉ. Note A»也 Thed的 comp/et, tV盟ラ
op.c；託吋 p.7.
5 6） 第三節の冒頭で触れたが、戯曲肺訴副は1849年に執筆されている。従って、
今関底本として通常用いられる 1852年版の小説『椿女副だけではなく、 初版 （1848
年）のテクスト も参照した。 初版においてはヴァリエ テ座に同行する友人には、伝記
的事実に忠実に実在の友人の名前fウジェーヌ」がそのまま使われている（Alexandre
D盟国s fils, La Dame aux cameUαs,vol.1, Alexandre Cadot, 1848, p.157 (Source gallica.bnf.企／




5 7) 詳締については ： AlexandreDumas filsラLaDamea似 camelias (GF), p.261の配役
表を参照されたい。
5 8) Jaques Robichez，《 LaDame aux carn組俗»in Rのな，edes sciences humaines , Faculte 
des let仕es de l'Universite de Lille, N°104, 1961ラ p.485. H出1S-Jorg Neuschafeζ 
《 Introduction》泊Alex組合eDumぉ担s,LaDameauχcamelias (GF), pp.29-30. 
5 9 ) Alexandre Dumas fils, « La Dame aux camるlias. Note B》出向ealre comp以t.VIII,
op.c弘？？ユも－27.
6 0 ) Alexandre Dumas fils, Antonine, H. Souverain, 1849, 2 vol. (Source ga出ca.bnf企／
Bibiliothとque de France). 
6 1 ) « ARMANDラ selevant : Avez.“.YOUS luJt.ゐnonLescau t, I\伯郡白te?/MARGUERITE: 
Oui, le volume est laゐns le salon. / ARMAND : Estim沼田vous Des Grieux ? / 
MAJミGUE悶TE: Pour司uoi ce社e question?/ ARMAND : C ’est弓u'il y a  un moment o色Manon,
elle aussi, a trouve une combinaison, qui est de se 島氏donner de l’argent par M. de B***, et de 
le depenser· avec Des Grieux. Marguerite, vo凶 avez plus de coeur qu'elle et, moij'ai plus de 
loyaute que lui! MARGUERITE : Ce qui veut dire? ARMAND : Que, si vo国
combinaison estゐns le genre de celle-1九je ne l’accepterai pas.» (Alex釦dreDumas fils, La 
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バレ ー の中の「マノンJ(2) 一一「マノンJ、「マルグリット J、「ヴィオレッタ」一一
Dame aux camelias (GF), p.311.) 
6 2) «Je ne pus m’empecher de rougir ace mot de b釦e:fices; je me rappelai Manon Lescaut 
mangeant avec Desgrieux l'argent de M. de B.…》（Alexandre Dumas, La Dame aux camelias 
(1852), p.175.) 
6 3) «ARMAND:[ .. .]. Quel est ce livre? J\ゐnon Lescaut! La femme q国aime ne fait 
pぉ ce que加faisais, Manon！… Comment ce livre se仕ouve-t-il ici ? (Nanine rentre 。ν＇ec une 
lampe et soげ. -Lisant au hasard.) « Je te jure, mon cher chevalier, que加est l ’idole de mon 
coeur, et qu'il n ’y a que toi au monde弓ue je puisse aimer de la t勾on dont je t' aime; mais ne 
vois却pas, ma pauvre chとre ame，中島 dans i’ぬt o色nous so泊mes reduiぉ， c’est une so批ve出
que la fidelite？［.・－］》 （Annand 陀pousse た livre avec 的旨tesse et reste quelques instants 
soucieux.) Elle avait raison, mais elle n'aimait pas, c訂 l ’amour ne sais pas raisonner ... ［…］ .》
(Alexandτe号店nas fils, La Dame aux camelias (GF), pp.361幽362.)
6 4) « Manon Lescaut ぬit ouver胞Sぽ la table. II me sembla que d’endroiぉen endroits les 
pages ぬient mouillees comme p訂 des larmes. Apriとs l ’avoir feuillete, je refermai ce livre 
dont les c紅郎防·es m’apparaissaient vides de sens a回vers le voile de mes doutes.》（Alexandre
Dumas fils, La Dame aux αonelias (1852), pp.286剛287.)
6 5) Alex組dre Dumas fils，《 La Dame aux cameliぉ. Note A» in Thea.的 comp/et, t.VIlI, 
op.cit., pp.19却．
6 6) 《ど国語te de temps, C’est四ふdire ce枕e con金ontation du temps reel et du temps psychique, 
coupe aux deux bou包la tempora鼠e des rapporおhumains, qu'il s’agisse de la duree 
socio-historique ou de la duree vecue, individuelle, des rappo此s de i’homme et de son passe, du 
retour du passe comme refoule. De la，白ns le也eaなe clぉsique, le renvoi de toute l ’epaisseur 
temporelle au ho時SCと:ne: C’est dans le hoぉ－SC白鳥 C’est-a-dire ゐns le discours des 
personnages, que se lit le rappport de l'individu et de l'histoire. » (Anne Ubersfeld, op.cit., 
pp.153-154.) （イタリック体は、 ユベルスフェノレドによる。） 戯曲『椿女国について、
例を挙げると、 例えば、公爵がマルグリットの庇護者になった経緯は、 第一幕第 3 景
で、 ナニ ヌーからヴアノレヴィルに説明される。
6 7) 本稿の第二節。 －2）の我々の分析を参照されたい。
6 8 ) « Prudence, a qui je ne peux plus donner 印刷t d ’argent que d ’auなめis, commence a 








ユマ ・ フィス自身の証言がある。 なかなか芝居の引き
受け先が決まらず、 原稿を仕舞い込んで、しまった彼は、 失意の中で 1850 年の 1 月 l
目、 モンマノレトルの墓地にマリー・ デュプレシの墓を訪ね、 帰宅後、 原稿を取り出し
て朗読すると修正をしたという。 第五幕を 1月 1 日に設定したのは、 そのような思い
出があったからだ
、
としている。（Alexandre Dumas血s, « La Dame aux camelias. Note A»白
Thea.舵 comp/et, t.V盟， op.cit., pp.10-11.) 
7 0) « NICHETIE, qui s 'est agenouillee. : Dors en paix, Marguerite! il te sera beaucoup 
pardonnιPぽce que加as beaucoup aime! » (Alex組合e Dumas fils, La Dame aux camelias 
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(GF), p.410.) 
バレ ーの中の「マノン J ( 2) ーイマノンJ,1マルグリット J、「ヴィオレッタ j…ー
7 1 ）百ans-Jo瑠Neuschaたr,« Introduction》 inAlexandre Dumas fils, La Dame 仰 came／；開
(GF), pp.29-34. 
7 2 ）十九世紀半ばには未だ「演出家jという概念も職業演出家も前主していなし＼
7 3) «AまMAND, saisissant le bras de Marguerite.: A M. de V紅岨e que vous aimez; 
dites鵬moi que vous l' airr既成je pars. I MARGUE問団：Eh bien, oui, j 'aime M. de V訂ville./
ARMAND, la jette a terre et leve les dezα mains sur elle, puis il se prec彰ite vers la poげe, ［…］.》
(Alexandre Dumas fils, La Dame aux camelias (GF), p.391.) 
ア4) « [ ... 
devait jeter M訂思1erite a ses genoux et lever les mains sur elle pour la合apper,pour la知er 
mさme. c ’d包it consequent avec la situatio九le monde particulier ou 1’action se p街路it et l'etat 
de l'esprit o色se trouvait le heros.》（Alexandre Dum部自民«La Dame aux camelias. Note A» 
in Theatre complet, t.VIlI, op.cit., pp.16附17.）ここで、 デュマ・ フイスは、 迷わずに、 アルマ
ンを《le heros》と呼んでいる。
7 5 ) «Il (Fechter) re:fusait obs位1ement：《Jeter une femme p紅白rre,lever les mains sur elle, 
島氏le ges飴de la :frapper, c’est impossible en scとne. Le public ne le suppor記rait pぉ．》
(Ibid吋 p.17.)
7 6) 彼の最後の小説『クレマンソ ー 事件』を連想する程、 デュマ ・ アイスはアル
マンに感情移入している ように思える。
7 7) 《 Ce投e femme(M紅思1erit吟lui (Ann如d) avait fait credit de trois mois d’amour; il les 
lui doit encore, comme si les dettes de ce jeu-la ne se payaient pぉaussiゐns les v泊g同切なe
heures. Mais enfin son compte est reglee; la voila payee; ils sont qui社es. L’e茸et de ce社e
SCとneαuelle est泊diciちle. 亘y a la un moment d百clat et de fracぉ qui dechaine [sic.] un orage 
d ’emo註onsおns la salle. Nous ne croyons pas que, depuis longtemps, le drame ait po凶se une
plus large et plus pa出etique clameur.》 （Le Pays, le 9誕百er 1852初出。Gallica上の記事の状
態が悪く非常に読みづら いため、 後年、 サン口ヴィクトーノレが出版した書籍から転写
した。 ただし、 記事の内容に手が加えられていなし1かどうかは確認した ：h叫de
Saint-Victor, Le Thea的 contemporain. Emile Augier. Aliιxandre Dumasfils, op.cit., p.221.） ゴー
テイエの初演評からの該当筒所の抜粋は： 《La partie achevee, il (Annand) se lとve etje柱。
une poignee de bille括主la figure de Margu出te,en lui disant：《M初tenant,nous sommes 
qui社es，》 Le marquis, a la suite de ce悦 SCとne a佳euse,provo司ue Armand en duel; [ ... ].»(La 
Presse, le 10 fevrier 1852.） ゴンクール兄弟の記事については：«Dans une de ces sc釦esun
peu te包括es de rodomontades espagnoles comme les affectionne M. Dum郎防reラ Annand，主
bout de jalousie, je社e aux pieds de Marguerite, pour qu' elle se pの；e son amour, un paquet de 
b退部de banque qu’迂vient de gagner a la匂ble de jeu, et 羽masse le gant de M. de V訂ville.»
(Edmond de GoncoぽL Jules de Goncourt et Cornelius Rolff, Mysteres des theatres, 1852ラ
Librairie nouvelle, 1853, p.84. イタリック体はゴンクール兄弟による。 尚、 ゴンクール
兄弟の記事については、 初出の新聞記事を現在、 謂査中である。）
7 8) 《ラ ・ トラヴィ アータ》の成立過程及び、 ヴェルディとパリの関わり等につ
いては、以下の文献を参照した：La Traviata. L 'Avant-Scene Opera, N°51, 2014; Dictionnaire 
de la Musique en France au泣P siecle, sous la direction de Joel-Marie Fouquet, Fayard, 2003ラ
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バレ ー の中の「マノンJ ( 2) …一向ノンJ、「マルグリット」、「ヴイオレッタトー
«Verdi» と«livret »の項目；Gilbert Sigaux, « La Traviata »担 LaDame a似 camelias ( GF), 
pp.413-414邦語の文献としては：；J畑恒夫『ヴェノレデ什（ 作曲家。人と作品シリー ズ）、
音楽之友社、2004年；TEATRODELL'OPERA DI ROMA 2018 （ ローマ歌劇場日本公演
プログラム）、日本舞台芸術振興会編、2018年 （特に、pp辺－33. ）。
7 9 ) La Traviata, op ぽa 血3 a低parole di F. M. Piave, musica di G. Verdi. - L 'Egaree, opera 
en 3 actes, paroles de F. M. Piave ラ musique de G. Verdi, Michel Levy Fr，とres,1856. また ：
M紅白Francesco Piave, Viole向 la Traviata, ope 路 en 4 actes, paroles fran9aises de M. Ed 
Duprez, Michel Levy FJ.iとres,1862. いずれも、 フランス国立図書館が所蔵しているが、
Gallica 上で、は関覧出来なかったため、科高の執筆時には入手が間に合わなかったO た
だし、 前者の対訳について、 タデウシュ ・ コウザンは、 「 この無言己名のフランス語訳
は、イタリア語のテクストに非常に忠実である。jと評価している（Tadeusz Kowzan, « Le 
mythe de la Dame aux camelias : du melodrame au melodrama伽ne» in Revue des sciences 
humaines, Faculte des let紅白de l'Universite de Lille, N°162, 1976 ラ p.226.）。 また、 後者につ
いては、ノイシェフェーノレとシゴト編纂の肺訴闘の中に収録されている（Alexandre Dumas 
fils,LaDαme aux camelias (GF), pp.415-476ふ
8 0）戯曲『宇都副の舎本では、舞台は 「1848年頃Jに設定されている（Alexandτ·e Dumas
fils, La Dame aux camelias ( GF）ラp.261.）。




て、利高の分析では ： La Traviata. L 'Avant-Scene 印era,N°5I, 2014 に収録されているフ
ランス語の対訳付きのテクストを使用した。 基本的にはフランス語訳を参照したが、
筆者の イタリア語の語学力で出来る範囲で原語も検討した。 また、 イタリア語に関す
る糞間に答え、 インターネット上の伊例棋も紹介してくれた霜田洋祐氏に深く感謝
したい。
尚、筆者が初めて観た《ラ ・ トラヴィアー タ》は、1973年のミラノ ・ スカラ座の来
日公演をNI速が当時の教育テレビで放映したものである。 主演はレナー タ ・ スコッ
トとホセ ・ カレー ラスで、あったO ジェノレモンは現存するDVD の録画通りの配役なら
ば、セスト ・ プルスカンティー ニで、 あるO 舞台上では、2016年5月29日にパリ ・ オ
ペラ座で （ イリー ナ ・ ノレング／ブラ イアン ・ ヒメノレ／ジェリコ ・ ノレチッチ）、2017
年6月24日にバレルモ ・ マッシモ劇場 の来日公演で（ デジレ ・ ランカントー レ／アン
トニオ ・ ポーリ／レオ ・ ヌッチ）、2018年2月25日には、再度、パリ ・ オペラ座で（マ
リー ナ ・ レベカ／シヤノレル ・ カストロノー ヴオ／ブラシド ・ ドミンゴ）、 生の《ラ ・




8 2 ) Karol Beffa, « La Traviata : Si gnes, ellipses, allusions » in l'Opera de P紅白： La





バレ ー の中の「マノン J(2) 一一「マノン J、「マルグワット J、「ヴイオレッタ J一一
例えば、《アイー ダ》のアムネリスや《ドン ・ カノレロ）） のエボリ公女などが挙げられ
る。
8 4) ただし、《ラ ・ トラヴィアー タ》においては、 第一幕は8月、 第二幕は1月、
第三幕は2月に設定されている。従って、ヒロインの亡くなった時期は戯曲と異なり、
1月1 日ではない。
8 5) ペ…］； mais a 仰せe heure du matin j’a侃叫is enco 問. /J’ai bien sou伽depuis trois 
semaines, mais ce n'est rien, je crois, en comparaison de ce que je sou鐙is ce社e nui トla.»
(Alexandre D田nas出s, La Dame aux camelias (1852), p.180.) 
8 6 ) Gilles de Van, « La Traviata ou la fin de l'idylle » in La Traviata. L ’'Avant-Scene 
印era,N°5l, 2014, pp.86 同87.
8 7) ピィアー ヴェがデ
、
ユマ ・ フィスの小説をも参考にしたのかどうかは、 今のと
ころ確認出来ていなし＼
8 8) 前節で青虫れたが、 戯曲肺訴副の初演時に索日王的な舞台評を書いたサン＝ヴィ
クトー ノレは、1867年のヴォー ドヴィノレ座で、 の再演時に『プレス』紙に掲載した批評に
おいて、 この戯曲の第二幕のマルグリットの金策の企みについて、 「改心するための
費用jを新たな売春で賄おうとしたとして手厳しく批判している（La Presse, le 27 mai 
1867 (Source gallica.bnf企／Biblio血とque de France）。
8 9) ただし、台本から窺えるアルプレー ドの人物後に関しては、 戯曲のアノレマン
と同様の問題を指摘しておかなければならない。 注81）の末尾で触れたゼフィレッリ
監腎のオペラ映画のアノレマンは、 ブラシド ・ ドミンゴが歌ったが、 彼の演技について
ある音楽関係者は以下のように書いている： 「 ［…］、 ヴィオレッタの自を意識しつつ、
これ見よがしにカー ドに賭けるアノレプレー ド［…）の自暴吉棄な演技の素晴らしさ。 次
第に理性を失い、 逆上して来るアルプレー ドを演じるドミンゴの般の表清が凄まじい




9 0) このジェノレモンの登場について、 ジャン＝ミッシェル ・ ブレー クは、 次のよ
うに書いている：《Presence en soi invraisemblable, mais qui permet au pと:re de mesurer les 
consequences 政oces pour Viole抗a du silence qu'il lui a impose : d ’ou ses remords de 
conscience qui expliquent sa letなe du me acte et l’hommage qu’il vient rendre en pe ぉαme a 
l'herofue juste avant son agonie (alors qu ’il e泊it absent au denouement du drame th品切1). » 
(Jean-Michel Br ，とque ， 《 Marguerite, Viole以Esther et les au 仕es..・》 泊Lα Trのiata.
L 'Avant-Scene 命的，N°51, 2014 ラp.79.)
9 1 ) Gilles de Van ラ 訂tide ciもえpp.89-90.
9 2 ) Karol Beffa, article cite, p.51. 
9 3 ) Gilles de Van,紅白le cite, pp.85-86. 
9 4) 『ミュステノレ師』については：Eliane Lecarme-Tabone, article cite を参照された
し＼
9 5) ノイマイヤー の（（椿姫》においては、 言語記号が二箇所で使われる。 先ず、
プロロー グには競売の看板が置かれており、 その日時や場所が明記されている。 第一
幕の露IJ中バレー の際は、下手の舞台袖に演目と劇場名を記した看板が出される。
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バレ ー の中の「マノンJ ( 2) 一一「マノンJ、「マルグリット」、「ヴィオレッタトー
9 6) デュマ ・ フィスやヴェノレデ
、
ィを弁護するなら、もし、彼らが小説に忠実に舞
台化を試みたとしても、当局から上演の許可が下りなかったで、あろう。 デュマ ・ ベー
ルが言ったように、戯曲ですら当時は「真実に近過ぎ」たのだから。 また、ノイマイ





9 7) Jean Sgardラ « Manon avec ou sans camelias », article cite, p.196. 
9 8 ) Dictionnaire de la Mus勾m en France au X]X_e siecle, sous la direction de Joel-Marie 
Fouquet, Fayard, 2003, « Verdi »の項目参照。
参考文献（注で、直接触れなかったもののみ挙げておく。）：
Alexandre Dumas fils, « A Messieurs Glady Friとres »' Preface泊Abbe Prevost, Histoire de 
bゐnonLescaut et du chevalier Des Griezα，L. Glady, 1878. 
Alexandre Parent-Duchatelet, La Prostitution a Paris au え7xe siecle. Texte presente et 笛mote
p訂Ala担 Corb血，Seuil, 1981. 





一『悪女入門 ファム ・ ファタル恋愛論よ講談社現代新書、講談社、2003年。
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